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6 月 11 日～12 日、御殿場市

馬術・スポーツセンターで開

催された第 74 回全日本馬場

馬術大会 PartⅡに 5 頭の遠

野馬が出場し、L クラスでテ

ィノラヴァーが優勝、サクラ

スラートが準優勝という快挙

を成し遂げました。 

 待機馬場で準備運動するサクラスラート 

  

L ｸﾗｽ優勝 ﾃｨﾉﾗｳﾞｧｰ (ｾﾝ 7)＆畑科乃選手 Ｌｸﾗｽ準優勝 ｻｸﾗｽﾗｰﾄ (牝 11)＆進藤義浩選手 

父 ﾃｨﾉ 母 07 ﾘﾋｰﾅ（ﾊﾞｲｵﾆｯｸﾌｪﾗ） 父 ﾌﾘｰﾃﾞﾝｽﾗｰﾄ 母 ｳﾞｧﾘｻｸﾗ（ｳﾞｧﾘｼﾓ） 

   

Ｌｸﾗｽ 16位 ﾃｨﾆｰﾀｲﾆｰ(ｾﾝ 5)＆浅川晴央選手 ｾﾝﾄｼﾞｮｰｼﾞ出場 ｽﾀｰｷﾝｸﾞ(ｾﾝ 11)＆池上彰一選手 Ｍｸﾗｽ出場 ｿｸﾗﾃｽ(ｾﾝ 19)＆青木史子選手 

父 ﾗﾊﾞﾉ 母 ｷｷ･ｵｽｶﾙⅢ(ﾌﾘｰﾃﾞﾝｽﾗｰﾄ)   父 ﾌﾘｰﾃﾞﾝｽﾗｰﾄ 母 ｱﾐｰ（ﾀｶﾞﾜﾘｭｳｵｰ） 父ﾌﾘｰﾃﾞﾝｽﾗｰﾄ 母ｴｸｻﾗ(SIOUX DE BAUGY ） 

                                               


